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	このウインチは引く作業専用です。物の吊り上げには使用しないでください。
	人をのせた状態でウインチを操作して吊り上げたり引いたりしないでください。
	このウインチに能力以上の荷重をかけないでください。それ以上の荷重の場合は付属のプーリーブロックを使用
	重い荷重をかけて連続的に長く使用せず、短い時間 ＜15秒以内＞ で使用してください。平均的に負荷を加
	ドラムにケーブルが5巻き（5回転）以上ある状態を確認してから使用してください。ケーブルがドラムに少な
	ケーブルを巻き取るときは直角に巻き取ってください。斜めに巻き取るとケーブルや本体にダメージを与えます
	入力電圧はDC12Vを下回らないようにしてください。
	ウインチのケーブルを対象物に巻きつけ、フックをそのケーブルに引っかけての使用は行わないでください。ケ
	ウインチングは、ウインチ本体とケーブル、対象物が目視できる距離で作業してください。
	ウインチに負荷をかけて巻いている最中に動きが遅くなった場合、使用を中止してすべての配線やその接続箇所
	ウインチで作業する際は近寄らないでください。突然フックが外れたりケーブルが切れたりして思わぬ事故が起
	ウインチを操作する際に車を動かしたりしてウインチの巻き取りを補助しないでください。ウインチやケーブル
	車に取り付けたウインチで物を引く際はギアをニュートラルにしてブレーキをかけ、全ての車輪には輪止めをか
	ウインチ使用時にはドラムフリーの状態にしないでください。
	ケーブルやフックは常に清掃して異常が無いか確認してください。ケーブルにほつれ・傷・素線切れなどがある
	作業終了後ケーブルをドラムに巻きつける際はケーブル又はフックを手で持ちながら、ケーブルにテンションを
	使用しないときは、コードをバッテリーに繋いだままにしないでください。
	飲酒後・薬の服用後・体調不良の際などはウインチ作業を行わないでください。
	作業する際は作業に適した衣服を着用してください。目の保護の為のゴーグル、手指保護のための作業手袋も合
	ウインチを改造しないでください。普段からよく点検して異常がないか確認してください。
	自動車やその他の物にウインチの取り付ける際はボルトやナット、ワッシャーでしっかりと確実に固定してくだ
	※取り付けにセットに含まれていないサイズのボルトやナット、ワッシャーが必要な場合はお客様でご用意いた
	ウインチからの電源コード2本をバッテリーの端子に直接接続してください。赤いコード（プラス）黒いコード
	接続したならば試運転します。リモコンスイッチをONにし、操作するとドラムは正転・逆転します。
	日常的にウインチに付いた汚れやほこりを取り除いてください。
	取り付けボルトや配線接続箇所のネジなどに緩みがないか点検してください。
	ウインチのギアボックスは分解しないでください。
	ギアボックスには工場であらかじめグリスを注入しています。ギアボックスにグリスを注入する必要はありませ
	ケーブルをドラムから全て取り出し、クラッチをONにします。
	ケーブルの端をドラムに差込み固定ネジを締め込み、確実にケーブルを固定してください。
	コントローラーを操作しながらケーブルをキレイに巻き取ってください。
	スイッチの不良
	配線の断線・接触不良
	モーターの故障
	スイッチを修理する
	全ての配線を点検する
	モーターを修理する
	クラッチが繋がっていない
	クラッチをONにする
	バッテリーが弱い
	モーターの不良
	バッテリーを交換又は充電する
	バッテリーの接続端子の締め付けや接触箇所を清掃する
	モーターを修理する
	ウインチの可動時間が長すぎる
	モーターの不良
	モーターを止めて冷ましてから使う
	モーターを修理する

